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近年,ｾｷｭﾘﾃｲの情報化にともない,ｾｷｭﾘﾃｲｼｽﾃﾑの-種であるｱｸｾ

ｽｺﾝﾄﾛ-ﾙ,すなわち｢錠｣の制御でも情報処理技術を用いたより安仝で便利な

ｼｽﾃﾑが期待されている.特に,顔を提示することによって鍵が開くｼｽﾃﾑは,

親しみやすく便利な,身近に利用されるｾｷｭﾘﾃｲｼｽﾃﾑになると考えられる.

本論文は,実用的な顔画像照合による解錠制御ｼｽﾃﾑの実現を目的に,解錠制御ｼ

ｽﾃﾑに適応するように顔に生じる各種変動を考慮して顔画像照合処理を構築し,利

便性を考慮して顔画像照合による解錠制御ｼｽﾃﾑを試作した成果をまとめたもので

ある.本論文は以下の8章からなる｡

第1章では,顔の佃人照合対象としての有効性と解錠制御ｼｽﾃﾑの概要について記

述している｡

第2章では,顔の個人性に関する従来研究､利用者の利便性や設置環境を考慮した解

錠制御ｼｽﾃﾑの条件,解錠制御に適した顔画像照合処理法について記述している｡

第3章では,入力画像からの顔領域の抽出法と日頭を基準点としてﾍﾙﾏ-ﾄ変換す

る正規化法を提案し､精度の良い顔領域の抽出と安定した正規化が行えることを実証

している｡

第4章では,右目･鼻･口といった顔部品の照合法について記述し､本人か他人かを

判別するしきい値の統計的決走法を提案している. -連の顔画像照合処理について評

価実験を行い,本人の入室許可率が92.2 %,他人の入室拒否率が99.6%という結果を

得た.

第5章では,照明変動にﾛﾊﾞｽﾄな小領域分割補正相関法を提案し､照明変動がある

顔画像について照合実験を行い,本手法が照明変動に村しﾛﾊﾞｽﾄであることを示し

ている｡

第6章では実際に顔画像照合による解錠制御ｼｽﾃﾑを試作し､利便性と実時間処理
′

という優れた特徴があることを実証している｡

第7章では,上記ｼｽﾃﾑの利用ﾃｽﾄの結果,良好な照合性能を得たこと､また､

照合失敗や不正利用-の村処機能および経年変化･化粧･賀などの変動に村する有効

性を確認している｡

最後に第8章では,本研究の総括として､得られた成果と今後の課題を記述している｡




